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【開催情報】 

◎日 時 渡島地区：平成31年1月16日（水）13：30～15：30 
     檜山地区：平成31年1月17日（木）13：30～15：30 

◎場 所 渡島地区：渡島総合振興局 3階講堂 （函館市美原4丁目6-16） 
     檜山地区：檜山振興局 4階講堂 （檜山郡江差町字陣屋町336-3） 

◎講演者 ・講演１ 道総研 北方建築総合研究所 地域研究部 研究主幹 福井 淳一 
     ・講演２ 道総研 地質研究所 地域地質部 主査 川上源太郎 
     ・講演３ 道総研 北方建築総合研究所 地域研究部 研究主幹 戸松 誠 

◎主 催 道総研（地方独立行政法人 北海道立総合研究機構） 

◎後 援 渡島総合振興局、檜山振興局 

◎参加費 無料 

◎申込み 渡島地区：200名（先着）、檜山地区：80名（先着） 
     ※事前申込みをお願いします。詳細は下記、セミナーイベント情報ホームページ。 

◎ホームページ 
セミナーイベント情報「道総研セミナー」 
https://www.hro.or.jp/info_headquarters/event/lts/index.html 

【講演概要】 

◎講演１ 防災から考えるまちづくり戦略 

  防災対策を進めるための科学技術の知見の重要性を解説します。また、東日本震災被災地の復興まち 

 づくりや災害を想定した都市計画・まちづくりの事例を紹介し、災害対応だけでなく、高齢化など社会 

 変化に合わせたまちづくりについて解説します。 

◎講演２ 過去の北海道南西沖津波と新たな津波浸水想定 

  檜山沿岸で13世紀頃と1741年に発生した津波による堆積物を発見しました。これらは、1993年北 

 海道南西沖津波を上回る津波が過去に発生したことを示しており、津波浸水予測図を大幅に見直しました。 

 過去の津波から将来発生する津波を考えます。 

◎講演３ 地震・津波にどう立ち向かうか 

  北海道南西沖地震や本年9月6日に発生した北海道胆振東部地震は、北海道に甚大な被害をもたらしま 

 した。地震の被害想定や、冬に津波が発生した場合の避難対策に関する研究成果から、地震・津波に対し 

 てどのような行動が必要かを紹介します。 

詳しくはこちらへお問い合わせください。  

道総研（地方独立行政法人北海道立総合研究機構）連携推進部 渡邊・山崎 

電話 ０１１－７４７－２９００   Fax ０１１－７４７－０２１１ 
E-mail  hq-soudan@hro.or.jp    URL  http://www.hro.or.jp 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 

 

プレスリリース  Press Release 
 

道総研では道民の皆様を対象に、道総研の研究成果など、生活に関係するものをテ
ーマとしたセミナーを実施しており、今回は函館市と江差町で開催します。 
今回のテーマは「地域の防災を考える」です。道総研 北方建築総合研究所及び

地質研究所の研究員が、「防災から考えるまちづくり戦略」「過去の北海道南西沖津波
と新たな津波浸水想定」「地震・津波にどう立ち向かうか」についてお話しします。 
つきましては、多くの方々にご参加いただけるよう、事前報道にご協力をお願いしま

す。あわせて、事前及び当日の取材希望もお気軽にご連絡ください。 

※同時配布先：道政記者クラブ、渡島総合振興局記者クラブ、檜山振興局記者クラブ 

https://www.hro.or.jp/info_headquarters/event/lts/index.html





